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夏休み恒例の「夏の学習プログラム」を開催しました。弥生土器をつく

ろう・勾玉をつくろう・トンボ玉をつくろうに加えて、この夏より「カル

メ焼きをつくろう」がＮＥＷプログラムとして仲間入りしました。弥生土

器づくり２３名、勾玉づくり８０名、トンボ玉づくり３７名、カルメ焼きづ

くり１７名、計１５７名の参加で、にぎやかな夏を過ごしました。

f

Ｌ
Ｌ７/27(金）

ｑ向陽小６年“l副煽小ｂヰ大内耕采さん
■●●●●●●｡●ｃ■●●●ウ●■ウ曲ロ●●由旬●●。●●□。ﾛﾛ●●U●●■●●p○●●｡｡●●ﾛ●■■●ｐ●●｡●巳●●●◆｡●●●●●●●●■●●守●Ｏ

私はカルメ焼きを作ろうに応募して当選した。とってもうれしかった。私は、

初めての経験だったので、どうしたらいいか分からなかった。先牛達に色々教
えてもらって作れた。温度計が熱くなりすぎて、やけどをした。痛かった。と
っても上リヒリした。初めてやけどをしたので、どうすればいいか分からなか

った。だから、がまんをした。やけどをしたけど、とってもおいしいカルメ焼
きができた。やけどをしたかいが

大内新菜さ

あったと思った。こうやって力ル

メ焼きが作られてるんだと思った。

６年生だから来年はもう出来な
いけど、ボランティアとして行き
たいと恩っだ。

カルメ焼き大成功1１

回弥生小６年石原健成くん
■●●●●●●●●●●●●●｡●●●●旬●●●●｡●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●､●●●●●●●●●p●、●●●●●｡●■●●●●●●●○.

最初、研修室に入って席に座ると、前に座っていた大前君と河本君に会い

ました。最初気まずいふんいきだったけど、一緒に作っていると話しやすく

なって、協力できるようになりました。協力してくれたおかげで、きれいに

面白い模様のつぼが出来ました。ぼくは、つぼとはちと±笛を作りましたが、

－番大変だったのがつぼでした。最初広げていたけど、後からちぢめていく
所がむずかしかったです。±器を焼く手伝いはあまり出来なかったけど、ま
きをくくる手伝いをちょっとしただけで、すごい熱かったので、火を燃やす

手伝いをしなくて良かったと思いました。火おこし体験もしたけど、全然火
がつかなくて、火をおこすのがこんなに大変なのかと思いました。昔の人の

生活はこんなに大変なのかと思いました。この体験で色々なことを学ぶこと
が出来て良かったと思いました。

=一一一鶏
熱

V琶遍 障二膏=毒一一

砂糖水の温度を125℃まで上げていきます

色

力いっぱい、一気にかきまぜます

ｊ
弓爵５

無事焼き上がって…ホッ。
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○

回一宮小６年堀内生くん
■●●●●Ｂ●●●■■●■●●■●ＤＣ●●●■●■●●■■■●■●●巴｡■●●●●●昼■●●■●己■●■●昼■ｂ■●■●■■●■●■■■■●■●色■●■●●■●■■■●●●●■■■●●■●＆■■｡●■●■■●●●■■■■●■■■●⑧■●■■●●●■q

粘土をこれて皿や笛などをつくったりして、むずかしかったけど、ちゃんと出来て

火の周りからだんだん中によせて行って、最後には火の中央にのせた。ちゃんと焼け

と思った。焼いている時は、火をおこしたり、見学したりして楽しかった。火おこ

しはがんばって、ちゃんと火が作れた。火をおこすだけでも大変な事がよくわかっ

た。見学もよくわかった。色々と楽しかったです。ありがとうございました。

回南小６年西田健希くん

土器づくりは最初はむずかしいのかなと思ったけど、やってみるとまあまあかん

たんでした。最初に粘土をさわるとベトベトで、粘土の色の茶色がついて気持ち悪
かったです。ぼくは、自分にしたら良く出来たなと思いました。野焼きは近くによ
っただけでも熱くて、土器を置くのが大変でした。焼いている土器が真っ黒でこげ

たのかと思ったけど、「こげてないから大丈夫。」と言われて安心しました。土器

づくりはすごく楽しかったです。

■北小５年俣野期太くん
●●●●●●●●●●●●●､●●●●､●●●●●●●●●●●｡●●｡●●●●●●p●●●●●●●●●●●ら◆◆●◆●●｡●●■●■●●q●●●Ｇ●●●●●●●●●●●●●◆●｡●●●■◆●●●■●ゆ●●●●●●色●●●●●●●●●●●●●●●●●｡■

粘土をさわった時は、変な粘土だなと思いました。粘土の名前は「セラミド粘土」でした。赤茶色っぽい色をしている粘土
でした。まず、土台を作って、ひもを作って、重ねて間をなくしました。それが皿です。それと同じように、つぼも作りまし

た。それから、土笛も作りました。そして、今日野焼きをしました。風がこちらに吹くと、熱風が来て、とても熱かったです。
木をどんどん入れて、炎が大きくなりました。土器を見ると、真っ黒になっていました。とても

楽しかったです。またやってみたいです。

■勝問田小６年佐古壮汰くん
句●■■■●●｡■■■●｡■●守｡｡●●■●●●●●●■●ﾛ●｡■●■●pC●●●｡●,■●｡●●■●p●■■■｡●■●●､●●●、●●□●｡｡●■●●●■■●●●｡●●■●●●●■■■●｡q

土器づくりはむずかしかったけど、楽しかったです。手がよごれながらもがんばった。弥生人

もこうやって作っていることがわかった。土器の形を作るのをがんばった。野焼きはとてもあつ
くて、土器をさわるとあつかった。土器は黒くなっていて、かたそうでした。とてもいい勉強が
できて、とてもいい体験ができた。弥生時代のことがよくわかった。

しにチャレンジ。
火がつきましたＩ

つ弔
至

－戸＝

慕弓《

■『＝.

旦自＆坐

一＝で裁認

｢あつい～１１」

■北小５年坂手悠太朗くん
●●■●●①●■■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●◆●■●●●寺●●●◆●●●●●●●●●●●●●●●●●●Ｄ●●●●●●■●●●●●●●母●●●●ロ●●●●■缶●●●●●●●●｡●●｡■●●■●●｡●●｡●｡■●●■●

粘土でつぼや笛、皿などを作れてとても楽しかったです。形を何にするか、どれくらいの大きさにするか、いろいろまよっ
たけど、いい作品ができました。うれしかったです◎焼いている所を見てみると、３ｍぐらいはなれていても、熱い炎の中に
黒こげの土器がありました。どれだけ長い時間焼いたのかなあと、思いました。焼き終わった土器を早く見たいと思いました。

国高野小６年保田紗也加さん
、●●●●｡●●ロ●●｡●●●●●●｡●●●●●●｡●●●●●、●●●●●●●□●●●●●｡●●●●●●●●｡。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●◆●●●●●●◆●●●●◆●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ＣＱ

６年生になって歴史を習い始めたけど、弥生時代や土器を中心に改めて知ることが出来た。粘土は好きではないけれど、作
るのが楽しかったです。私は高坪を作りました。でも、途中でこわれてしまったので、少しあきらめかけてしまいました。で

も、直してくれたおかげでいい作品ができたと思います。土笛では、いい音が出なかったけど、また家で練習したいと思いま
した。焼く前に土器を火の周りに置いた時、とってもあつかったです。火おこしでは、とっても手がつかれて、もう神経がな
くなりかけました。新しい友達が出来たし、弥牛十器を作るのが楽しかったです。

③HAKUBUTSUKANDAY○Ｒｌ津博Ｎｏ．7４

！



、●トピック●卜 ス､､両弓●トピックス

回弥生小５年黒瀬修吾くん 、

昔の人のアクセサリーがこんなにきれいなものだったとIま知らなかった。ガ

スバーナーをつける時、火が「ボッ」とついたので、少しこわかった。とけた
ガラスを、鉄の棒に巻きつけるのがむずかしくて少し失敗してしまった。

ロ弥生小５年出水清崇くん
｡●●●●●●●●●●●●●●●●◆●●●●●●●●◆●●●●◆●●●●●●●●●●●◆●●◆●●●｡●●■

トンボ玉は、ガスバーナーと細い鉄の棒と色のつい
たガラス棒で作りました。となりの人と協力してやり

ました。二つ失敗しました。難しかったけど楽しかっ
たです◎でも、巻きつけるのが難しかったです。また
やりたいです。

■北小５年高谷光希さん
■Ｑ●●●わ●●●Ｏ●●｡●●＄●Ｑ●■●｡ｇ●●｡●Ｃ●のＣ●●◆■Ｃ●●●■●●●①●｡■●●①●●●■

私は、最初トンボ玉ってなんだろうと思いました。
説明を聞いてよくわかりました。楽しそうと思ってい

たけど、作るのはとっても難しかったです。でもなれ

たら作るのが楽しくなって、とてもきれいに出来まし
だ。でも、失敗したのもありました。お母さんにあげ

たら、お母さんがよろこんでくれたので、私もうれし
かったです。

溶けたガラスを巻き取ります。
「あせらずゆっくり｡」■佐良山小６年河本伊織くん

Ｂ■●。●凸●●｡｡■●｡■●●●●●●●●◆●●●●●ロ●●●●●●●●●｡●｡●●●●●ｇ●●･●■●毎■●⑧●●●●■●●■●●●●■●●■●●●●■●■◆●

トンボ玉は、ガラスの棒をバーナーで溶かすところが一番難しかったです。時々
ガラスがわれたり、鉄の;棒にガラスの溶けたやつがついたりして、失敗しました。
けど、４個作れたので良かったです。

■北小５年俣野期太くん
ＰＣ●●●●●●■●ｐｅｅ●ＯＧｅｂ｡●■◆●●●ＤＣら●●a⑤●●守●●■｡●

まず、石に思い通りの勾玉の絵を書き

ました。そして、それに合わせて、糸の

こで切りました。そして、あまった部分
を、紙やすりでけずって作りました。そ

して、耐水ペーパーでみがいて、八ンカ

チでみがいて、つやが出るまでみがきま
した。勾玉の絵を書いたのが一番むずか

しかったです。

国弥生小５年出水清崇くん
●●句白Ｏ●■●●●９●●●ｐａ●●●●■●●ゆ●▲●●●③●●●●●■●●｡●

まず、石をやすりでけずりました。け

かんたんでした。次に別のやすりで、キ

しました。でも、なかなか消えにくかつ

最後に、耐水ペーパーできれいにしまし

に出来たから良かったです。

塁北小５年高谷光希さAｒ
０■の◆■●●●●●●･ウ●ｐ■■●●●■●●●●●●●●●●●●◆●●●●●●

私は、勾玉を作ったことがあったので

いの作り方はわかっていました。でも、

でけずるのは難しかったです。きれいな
て良かつたです。 るかな？

HAKUBUTSUKANDAY○R｜津博Ｎｏ．７４④
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ら尚５たた算和関へ
津の０中も西と算すＩｉｌｉｌＩｌｌ
山二一村の洋いとる介熊
藩男勝景で数うは盗一の
おと北美す学名’’料と和
抱し郡へ。と称本をそ算
えて田周区は古寄の家
絵生熊介別明来贈兄と
師ま村、-／す治のしのし
狩れのはるに数て孫て
野、医寛たな学いで右
如医師延めつのたあ柑
林術中３にてこだるな
へ修村年つ輪とき糸’'１
乗行宗へ<入でま芽村
信の盈１らさ、し．Ilj蛾
一傍和７れれ和たに葵

０

これらによし

寄
贈
資
料
の
ご
紹
介ＩＩｊ成をりた木とる状Ｉこに

はさ駆兄・村でとがは就
１６せ使の文単利、残、い
歳まし孫政太算医さ練て
です、で５忠を術れ稗絵
し。堀あ年雄研修て、Ⅲｉ
たこ坂る〆－，に錨行いやを
ｏの村嘉１つしとま、学
そ時の芽８い、とす如び
の周暗市２てｍも。林ま
３介渠と２研熊にそかし
年は開共一錨に青のらた
後７２難同、を帰木後周ｏ
周歳工で弟続つ正京介盗
介、事、子けた蔵都へ料
が嘉を和でま後のへ’〕の
亡芽完算あしはも上押’'１

図①…｢紫微垣」（しびえん)とは古代中国の天文学で､天を三垣､二十八宿に分けた三垣
の－つ｡小熊座を中心として大熊､カシオペアなど北極を囲んだ百七十余個の星
から成るもの。

す門ｍ化たたし文のき８をにりくｏ
・人熊財現◎後嘉た学の写２図学上良なそ
がのに在、芽もに一し６①びりいるの

へ奉算指津庄市のお部、、_／はま、師と３
杉納額定ｉIＩ屋はでけで残に文し和を、年
井しはさ市と田する、し嘉政た算求嘉後
万た嘉れのな熊。北中て芽９．やめ芽周
里も芽て重りに極国い市イ,皇天て市介
子の市い要ま帰をのたがへ文江はが
ーでのる文しつ表天も番，学）『よ亡

『

中村家に残されていた|｢算法点鼠指南録五編下｣|の内容は？
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三平方の定理により
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図②…『算法点窟指南録』は文化7年(1810)頃出版された｡坂部広勝著も中国で13世紀頃始ま
り､のち､日本に伝わって和算のもととなったのは天元術である｡点恵術(てんざんじゅつ）
は天元術では表現しきれない方程式を表すため工夫されたもの。『算法点寂指南録』は
五編十五巻あり､点蹴術を網羅している。
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江
戸
藩
邸
に
も
た
ら
さ
れ
た
国
絵
図
作
成

の
命
令
は
国
元
日
記
に
よ
る
と
翌
天
保
七
年

三
月
十
六
日
に
津
山
へ
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
同
四
月
二
十
三
日
の
条
に
「
田
測

玉

ＨＡＫＵＢＵＴＳＵＫＡＮＤＡＹ○Ｒ’ 津博Ｎｏ．７４⑮

元禄国絵図に訂正したものの写しと思われる絵図(部分個人蔵）

天
保
期
の
国
絵
図
は
天
保
六
年
に
諸
大
名

に
対
し
作
成
の
命
令
が
幕
府
よ
り
下
さ
れ
、

天
保
九
年
に
完
成
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
美
作
国
に
関
し
て
は
津
山
藩
が
そ
の
作

成
を
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
国
絵
図
の
津
山
藩
で
の
作
成
過
程
の

様
子
に
つ
い
て
は
各
部
署
の
業
務
日
誌
で
あ

る
「
江
戸
日
記
」
・
「
国
元
日
記
」
・
「
郡
代

日
記
」
等
を
見
て
み
る
と
そ
の
一
端
を
伺
う

こ
と
が
出
来
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
日
記
か
ら
見
て
取
れ

る
絵
図
作
り
の
様
子
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

幕
府
か
ら
津
山
藩
へ
の
国
絵
図
作
成
の
命

令
は
天
保
六
年
の
十
二
月
二
十
三
日
に
幕
府

か
ら
津
山
藩
の
江
戸
藩
邸
に
通
知
が
あ
り
ま

し
た
。
江
戸
日
記
の
同
日
の
条
に
は
「
元
禄

之
度
御
絵
図
写
相
渡
候
間
、
往
還
井
海
岸
通

川
筋
其
外
新
田
村
々
至
迄
、
不
残
様
当
時
之

模
様
二
右
国
絵
図
江
懸
紙
二
而
直
し
、
尤
御

天
保
期
の
国
絵
図
の
作
成
過
程
に
急
て

今
幕
府
か
ら
の
作
成
命
令

今
は
じ
め
に

明
慶

料
他
領
入
交
候
場
所
ハ
其
向
々
江
相
達
置
候

間
夫
々
及
懸
合
早
々
取
調
可
被
差
出
候
」
と

あ
り
、
元
禄
の
時
に
作
成
し
た
写
し
を
幕
府

か
ら
渡
さ
れ
、
元
禄
の
時
か
ら
の
変
更
箇
所

に
つ
い
て
掛
け
紙
を
貼
っ
て
訂
正
し
て
変
化

が
分
る
よ
う
に
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
一
国
の
内
幕
府
の
天
領
や
、
様
々

な
大
名
の
領
地
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
所
は

幕
府
か
ら
あ
ら
か
じ
め
連
絡
し
て
お
く
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
よ
く
話
し
合
っ
て
速
や
か
に
提
出

す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
点
は
ま
さ
に
、
当
時
の
美
作
国
に
当

て
は
ま
る
点
で
、
当
時
松
平
家
は
十
万
石
に

復
帰
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
美
作
国
内
に
は

幕
府
の
天
領
や
他
の
大
名
の
領
地
が
交
錯
し

て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
津
山
藩
に
と
っ
て
後

に
頭
痛
の
種
に
な
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

今
幕
府
か
ら
の
提
出
の
催
促

は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
天
保
八
年
の
日
記
し

か
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
天
保
八
年
の
内
容
を
見
た
だ
け
で
も

一
月
に
播
磨
の
明
石
藩
、
三
河
の
挙
母
藩
の

陣
屋
が
あ
っ
た
坪
井
（
現
在
の
津
山
市
坪
井

下
）
、
二
月
に
は
石
見
国
の
浜
田
藩
、
七
月

に
は
播
磨
国
の
龍
田
藩
と
、
頻
繁
に
国
絵
図

作
成
に
つ
い
て
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
り
ま
す
。

そ
の
後
の
江
戸
日
記
を
見
る
と
天
保
八
年

二
月
十
一
日
の
記
述
よ
り
幕
府
か
ら
国
絵
図

提
出
に
つ
い
て
の
催
促
の
記
述
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
日
、
津
山
藩
の
留
守
居
役
が
幕
府
の

勘
定
所
に
呼
び
出
さ
れ
、
「
兼
而
相
達
置
候

◆
国
絵
図
の
作
成
開
始

ｌ
諸
日
記
の
記
述
か
ら
Ｉ
梶
村

守
助
今
度
従
公
儀
御
国
絵
図
御
改
之
義
被

仰
出
候
付
、
右
取
調
御
用
被
仰
付
候
」
と
の

記
述
が
あ
り
「
田
剥
守
助
」
と
い
う
人
が
国

絵
図
作
成
の
担
当
者
に
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
田
測
守
助
」
と
い
う
人
は
当
時
の
郡

代
で
領
地
内
の
村
々
を
管
轄
す
る
関
係
上
命

じ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

郡
代
の
業
務
日
誌
で
あ
る
「
郡
代
日
記
」

を
見
る
と
当
時
郡
代
所
が
ど
の
よ
う
な
動
き

を
し
て
い
る
か
は
分
る
の
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
天
保
の
六
・
七
年
に
つ
い
て
郡
代
日
記



津
山
藩
の
諸
日
記
を
み
る
と
国
絵
図
づ
く

り
は
、
早
々
の
提
出
を
求
め
る
幕
府
と
中
々

進
ま
な
い
他
領
と
の
折
衝
と
間
に
挟
ま
れ
て

苦
労
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
津
山
藩
の
絵
図

作
成
の
苦
労
の
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。

美
作
国
内
の
領
地
に
は
現
在
の
愛
知
県
豊

田
市
の
挙
母
藩
や
現
在
の
茨
城
県
土
浦
市
の

土
浦
藩
な
ど
、
遠
方
の
藩
の
飛
地
。
天
領
に

つ
い
て
も
美
作
市
の
林
野
に
あ
っ
た
倉
敷
代

官
所
や
兵
庫
県
朝
来
市
の
生
野
代
官
の
管
轄

地
な
ど
多
く
の
代
官
所
の
管
轄
地
が
入
り
組

ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
を
と
り
ま
と
め
て
美
作

一
国
の
国
絵
図
を
提
出
す
る
こ
と
は
大
変
な

作
業
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
ま
す
。

』●研究ノート

国
絵
図
取
調
早
々
可
被
差
出
候
、
早
々
差
出

候
様
二
も
難
、
被
成
候
ハ
バ
其
段
可
申
聞
候
」

と
美
作
国
絵
図
を
早
急
に
提
出
す
る
よ
う
に

と
申
し
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
初
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
当
時
美
作
国

は
天
領
・
私
領
が
入
り
乱
れ
、
こ
れ
ら
の
領

地
の
調
査
に
関
し
て
は
手
間
が
か
か
っ
た
よ

う
す
。江

戸
日
記
六
月
十
二
日
の
条
に
は
「
領
分

中
者
直
二
茂
差
出
候
様
出
来
仕
候
得
共
、
御

領
私
領
入
交
居
候
間
精
々
懸
合
候
得
共
、
遠

方
之
義
行
届
兼
候
付
差
出
候
頃
合
之
義
難
申

上
旨
、
兼
而
申
越
候
、
昨
日
御
達
之
趣
尚
又

早
々
国
許
役
人
共
江
可
申
遣
候
」
と
津
山
藩

領
以
外
の
場
所
の
調
査
が
な
か
な
か
進
ま
な

い
こ
と
を
理
由
に
「
絵
図
を
い
つ
提
出
で
き

る
か
分
ら
な
い
と
国
許
が
言
っ
て
き
て
い
る

の
で
、
再
度
い
つ
提
出
で
き
る
か
国
許
に
確

認
す
る
。
」
と
し
て
回
答
を
先
延
ば
し
に
し

て
い
ま
す
。

そ
し
て
や
っ
と
七
月
に
「
十
月
頃
迄
一
一
者

差
出
候
様
可
相
成
候
之
間
、
夫
迄
之
処
御
猶

予
被
成
下
候
様
仕
度
奉
存
候
、
此
段
御
聞
置

可
被
下
候
」
と
十
月
ま
で
に
提
出
す
る
の
で

そ
れ
ま
で
の
猶
予
を
認
め
る
よ
う
幕
府
に
申

し
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
幕
府
の
回
答
は
「
十
月
迄
御
猶

予
被
成
下
候
様
申
上
候
処
八
月
中
御
猶
予
可

被
成
下
旨
御
達
之
趣
思
召
候
」
と
の
こ
と
で

八
月
中
し
か
猶
予
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ

津博Ｎｏ．7n４
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天保美作絵図(同古公文書館蔵）

今
お
わ
り
に
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う
で
す
。

八
月
ま
で
し
か
猶
予
を
認
め
な
い
と
い
わ

れ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
江
戸
日
記
に
よ
る

と
十
月
十
八
日
の
条
文
に
「
御
留
守
居
兼
帯

栗
原
玉
城
左
之
通
相
務
之
。
大
手
御
番
所
後

御
勘
定
所
江
左
通
持
参
。
｜
、
美
作
国
絵
図

七
巻
一
袋
」
と
あ
り
、
国
絵
図
を
提
出
し
た

日
は
幕
府
か
ら
の
期
限
か
ら
は
三
ケ
月
も
過

ぎ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
日
記
に
は
遅
延
に
対
す
る
処
分
の
記

述
は
あ
ま
せ
ん
の
で
処
分
が
あ
っ
た
の
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
よ
う
や
く
十
月
に
津
山

藩
の
国
絵
図
作
成
事
業
は
完
了
し
ま
し
た
。
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ひとめ

典は瀧山松平藩の槍印で剣大といい､現在津山市の市章となっています。

、

Ｒ巳即平成24年度特別展

ﾘﾘﾘ誕

ノ

リ－

一国絵図作成事業と津山藩一
江戸一lFl図脈風の関連グッズとして解説本｢江)｢一

'1Ｎを歩く一鍬形葱斎の江戸名所めぐり－｣、クリアフ

ァイルを販売中ですが､第３弾として江戸一目図脈風

の一枚刷りを近Ⅱ販売いたしますｂ

たて45ｃｍ×よこ90ｃｍの大きさで表面には商精細

の江戸一日Ｍ扉肌を印刷し、褒而には江戸一ｐ似l扉

風の解説を載せています。

価格等は未定ですが、近ＨＩＩ１に販売が開始できる

ように製作中です｡ご期待下さい！

bＬ Ｚ

中学生以下･障害者手帳を提示された方･市内
在住の65歳以上の方は､入館料が無料です。

典瀞だよ，

虎 、

！
燕（）は30人以上の団体

ｒ
Ｌ <展示期間>11月21日(水)~12月16日(日)〕１２月１６

編集･発行：津山郷士博物館
〒708-0022岡山県津山市山下９２

窓(0868)22-4567回(0868)23-9874

Ｅ－ｍａｉｌ:tsu-haku＠tvt､ｎｅｊｐ

印刷：津山朝日新聞社

津III群のお抱え絵師の鍬形葱斎は｢江戸一目

図解瓜｣で江戸の町を柵きましたが､津111の町の

様子についても｢津111蛾観似I扉風｣で描いてい

ます。

「洲11紫観図解風｣は六曲一双の脈瓜で左

隻は祥の季節で商野神社や二宮の松原などが

描かれており､右隻は秋の季節で津111城を中心

に城下町の様子が描かれています。

腿示期間はl1jj21II(水)から12川611(I:l）

までになっております。この機会にぜひご覧「さ

い。

｢津山景観図解風」右塑

／

｢津山景観図解風」左隻
《

平成24年１０月１日

、

、開館時間：午前９:００～午後５:００
⑨休館日：毎週月曜日・祝日の翌日

年末年始(１２月27日～１月４日）・その他

D入館料：－般２００円（160円）
高校･大学生１５０円（120円）

、
型【～博物館入館のご案内～

織慎

Ｌ五万8＝師！'、赤

男冒を


